
 

 

 

 
 

☞特別支援学級連合運動会 １０／２   スポーツの秋 

 ２日(水)に三泗小・中学校特別支援学級連合運動会が四日市

ドームにて開催され，本校のふたば学級が参加しました。 

 ラジオ体操，５０ｍ走，１００ｍ走，大玉ころがし，借り物

競争，玉入れなど保護者の方も一緒になって，また三泗地区の

小中学校の特別支援学級の親子が一堂に会して，楽しい時間を

過ごすことができたと思います。 

ドームという本市施設の快適な空間が活用されました。 

☞3 年生 陶芸教室 ９／３０   芸術の秋 

３年生は 30 日(月)の図工科の時間に「ばんこの里会館」の方

にご指導いただき，陶芸体験を行いました。ペットボトルに新聞

を巻き，粘土を重ね，型をくり抜いて模様をつけて思い思いの 

ランプシェードを仕上げました。焼き上がりが楽しみですね。 

☞５年生 稲刈り ９／２６  実りの秋 

田んぼを作ることから始めた 5 年生の米作り。26 日に稲刈り

を行いました。 

一人二株ずつ鎌にて手作業で刈り込みました。米作りの大変

さも 体感しながらのうれしい収穫となりました。 

 収穫したお米は，時期をみて，おいしく炊いて全員で試食する

予定です。 

☞PTA 家庭教育講座 １０／４   ～自分の万が一，考えていますか?～ 

 四日市市消防団・サルビア分団 団長の東 郁子様を

お招きし，「親子で考える防災」についてご講演をいた

だきました。 

 冒頭，東日本大震災でのボランティア活動の様子や 

被災された方々の様子を生々しい写真と共に紹介され， 

改めて防災に対する意識が高まりました。 

 子どもだけで家にいる時に大地震が起きたらどう 

するだろうか・・?などこの機会にぜひ，ご家庭で災害

時の対応について見直していただければと思います。   

 司会は PTA 文化部長さん，聞き手は PTA 会長さんでした。 
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☞出席停止後の治癒証明書は不要となります! 

 ９／２７付の教育委員会からのお知らせにありましたように 10 月から出席停止後の医療

機関による治癒証明の用紙の提出が，再受診にかかる保護者様の負担を考慮して不要となり

ました。 

これまでは，保護者様からお子さんの感染症の連絡をいただくと学校から「出席停止の  

用紙」をお渡していましたが，これが不要となります。 

お子さんが対象となる感染症にかかったと思われる場合は，従来通り必ず医師の診断を受

け，その旨を学校へ連絡をお願いします。 

大切なポイントは，受診の際に主治医の先生にその感染症の治癒の目安や

登校時期等の指示を受けていただくことになります。よろしくお願いいたし

ます。 

なお，「学校感染症とその出席停止期間の基準」に係る資料(9/27 配付文書)

を泊山小学校ホームページ内に掲載していますので，ご確認ください。 

 

♪秋の童謡「どんぐりころころ」の歌詞の意味?②  学校通信 19号より 

童謡「どんぐりころころ」の歌詞  

1番 どんぐりころころ どんぶりこ お池にはまって さあ大変 

どじょうが出て来て 今日は ぼっちゃん一緒に 遊びましょう 

2番 どんぐりころころ よろこんで しばらく一緒に 遊んだが 

やっぱりお山が 恋しいと泣いては どじょうを 困らせた 

   

 ☞  山にいる“どんぐり”が誤って池に落ちてしまいました。さあ大変です！ 

    そこで池に暮らす“どじょう”が登場して早速どんぐりを励まして一緒に遊びます。 

    でもどんぐりは，やっぱりお山が恋しいと泣いてしまいます。 

   

 

 童謡「どんぐりころころ」は大正時代につくられたそうです。原曲は２番までです。 

しかし，結末があまりに悲しいということで，幻の３番があるとのことで調べてみますと・・ 

3番 どんぐりころころ 泣いてたら 仲良しこりすが とんできて 

落ち葉にくるんで おんぶして 急いでお山に 連れてった 

 

  ☞   どんぐりは，ふんわりした落ち葉にくるまれて無事に山に帰ることができました。 

   幻の３番は 1986 年に別の作曲家の方によってつくられたそうです。 

    仲良しのこりすが登場してどんぐりを山に帰します。温かな気持ちになりますね。 

    童謡にもストーリーがあります。歌詞の意味ってやはり大切ですね。 

     

  泊山の子どもたちにも♪どんぐりころころ♪ を３番まで歌ってほしいと思います。 

  そして，どんぐりや どじょう こりす の様子を思い浮かべ，自分たちの友だちとの 

  かかわりについて考えるきっかけにしてほしいものです。 


